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はじめに 

 

 ツキノワグマ Ursus thibetanus は季節繁殖をし、

交尾期は飼育条件下の観察から6月中旬から8月上

旬と考えられているが（山本ほか，1998），石川県内

に哺乳類調査用に設置した自動撮影カメラにより， 

2023年 9月中旬に交尾とみられる乗駕行動（ある個

体が別個体に背後から馬乗りになる行動）が記録さ

れた。北米や北海道のヒグマでは，こうした通常の

季節外に起きた交尾が数例観察されているが

(Kohira＆Mori, 2010)，ツキノワグマでは，これま

で報告がなかった。野生のツキノワグマの生態に関

する希少な観察事例として，同じく哺乳類調査用の

自動撮影カメラに撮影された 2015 年 7 月下旬の事

例とともに報告する。 

 

方法 

 

当センターでは哺乳類調査のために，自動撮影カ

メラを県内の森林に設置しており，その中でツキノ

ワグマの乗駕行動が撮影された動画データを用い

た。 

7月の事例は金沢市のコナラやアベマキの林，9

月の事例は白山市のオニグルミ林で記録された（図

１）。それぞれ自動撮影カメラを立ち木の地上高1

～1.5mの高さにやや下向きに設置した。自動撮影

カメラは，金沢市ではSG560P-8M（BMC社）を，白

山市ではTREL 18J-D（GISupply社）を使用し，撮

影モードは動画10秒間，撮影インターバル10秒

間，センサー感度はLow，解像度640×480に設定

した。カメラの設置期間は，金沢市では2015年 5

月11日～12月1日まで，白山市では2022年8月8

日～2024年 6月6日までであった。白山市のカメ

ラは2022年 11月11日～14日のデータは不具合に

より欠損していた。 

ツキノワグマの乗駕行動が撮影された動画と，そ

の前後30分以内に撮影されたツキノワグマの動画

を一連の行動によるものとして抽出し，撮影日時，

体格など外的特徴や行動などを可能な限り詳細に記

録した。 

 
図 1 調査位置図 ●は自動撮影カメラ設置点 
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結果 

 

金沢市 7 月下旬の事例 

カメラの稼働日数は204日間で，544本の動画が

撮影され，そのうちツキノワグマが撮影された動画

は32本であった。乗駕を含む交尾のような行動

は，2015年 7月26日の20:50から20:52に 5本の

動画として撮影された（表１）。夜間に撮影された

ためモノクロ映像であった。 

まず，オスとみられる1頭がメスの尻の匂いを嗅

ぎ（写真１），メスの背中を咬みながら乗駕した

（写真２）。その後，仰向けになったメスとそれに

のし掛かるオスとみられる個体が，互いに噛んだ

り，はたいたりしながら絡みあった。仰向けになっ

たメスの陰部にはやや腫脹した膣口が観察できた

（写真３）。さらに，2頭が向かい合い後肢で立ち

上がって互いにのし掛かろうとするなど接近しあっ

た（写真４）。 

 

白山市 9 月中旬の事例 

カメラの稼働日数は668日間で，2556本の動画

が撮影され，そのうちツキノワグマが撮影された動

画は134本であった。乗駕を含む交尾のような行動

は，2023年 9月14日の3:36から3:57に16本の

動画として撮影された（表２）。夜間に撮影された

ためモノクロ映像であった。 

写真１ メスの尻の匂いを嗅ぐ 写真２ メスの背中を咬みながら乗駕する 

写真４ 向かい合って後肢で立つ 

表１ 金沢市でのツキノワグマの交尾行動の撮影記録 

写真３ 仰向けになったメスにのしかかる 

外陰部 
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大柄なクマが，小柄の個体に乗駕しながら歩道を

4往復した（写真５）。大柄な個体の股間には陰嚢

が確認できた（写真６）。このオスが，乗駕の最中

に腰を前後に動かす様子（スラスト）が3回見られ

た。また，メスとみられる小柄な個体の首筋を咬む

などした（写真７）。一連の行動は，少なくとも14

分間続いた。 

 

 

 

写真 6 乗駕したまま画面奥へ歩く 

陰嚢 

表 2 白山市でのツキノワグマの交尾行動の撮影記録 

写真 5 乗駕したまま画面手間へ歩く 

写真 7 乗駕したままメスの首を噛む 



石川県白山自然保護センター研究報告 第 51 集 

－36－ 

考察 

 

クマ牧場で観察を行った山本ほか（1998）は，ツ

キノワグマの交尾に至るまでの一連の性行動として

，まずオスが発情しているメスの身体，外陰部，尿

の匂いを嗅ぐこと，オスがメスに乗駕すると，オス

は足踏みをしながら腰をスラストし，数分後に後肢

が痙攣，呼吸を荒らげ，2頭とも乗駕したまま腰を

下ろして数分間休むことを観察し，痙攣と射精の関

連を示唆している。また，乗駕中，オスがメスの首

筋や耳を咬むことも観察している。上野動物園で観

察した野島（2010）は，ツキノワグマの雌雄が向か

い合って後肢で立ち，絡み合うなどレスリングのよ

うな行動から交尾へ発展することを報告している。 

金沢市での記録は，交尾期間であると考えられて

いる7月の撮影であったこと，外陰部の状態からメ

スが発情していたと考えられること，オスとみられ

る個体がメスに乗駕したこと，山本ほか（1998），

野島（2010）の報告に類似した行動であることか

ら，記録された一連の行動は，交尾行動であると考

えられた。 

白山市での記録は，一般的に交尾期と考えられて

いる6～8月上旬より1カ月以上遅い9月中旬であ

ったが，オスがメスと思われる小柄な個体に14分

間以上乗駕し，腰のスラストも観察されたことから

交尾の可能性が高いと考えられた。 

 メスは，6～8 月に発情と非発情を繰り返すこと，

1回の発情期間が12～35日間であること（山本ほか，

1998），捕獲個体の卵巣の検査でも同時期に排卵が起

きていることが確認されている（片山ほか，1996）。 

 一方，野生のオスの精子形成や血中テストステロ

ンの季節変化を調べた研究によるとオスの生殖能力

も 6～8 月に高まることが明らかになっている

（Komatsu et al., 1997; Okano et al., 2003）。 

 こうした生理学的背景があってツキノワグマは限

られた期間しか交尾しない。しかし，ツキノワグマ

と同属で季節繁殖をするヒグマのメスは授乳中の子

が死亡すると数日内に発情して交尾することが確認

されており（Swenson et al.，1997; Steyaert et al.，

2014），ツキノワグマでも同様の現象が起きる可能性

がある。白山市で撮影されたメスと考えられた個体

は，撮影される直前に何らかの理由で育児中の子を

失い，発情を開始した可能性がある。 

オスの造精能力は 9 月には顕著に降下するが

（Okano et al., 2003），ヒグマでは交尾期間後も数ヶ

月間，精子が残存することが報告されている

（Tsubota＆Kanagawa，1989）。また，Tomiyasu et al.

（2021）は，11月に捕獲された1頭のツキノワグマ

のテストステロンの濃度が，例外的に高かったこと

を報告している。通常の交尾期外の秋においても，

メスの発情に反応しうる交尾能力を保持するオスが

いる可能性が考えられる。 

本報告では，一般に考えられている交尾期より遅

い9月中旬に交尾行動が観察された。その原因や出

産に至ることができる交尾なのか不明であるが，極

めて希少な事例である。 

今回の結果は自動撮影カメラ調査が直接観察の難

しい野生動物の行動を視覚的に確認できる手法とし

て有効性が改めて示されたものである。近年，自動

撮影カメラは様々な野生動物の調査で数多く用いら

れていることから，偶然記録された生態についても

報告が蓄積され，クマなど野生動物の知られざる生

態への理解が深まることが期待される。 
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